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Abstract. We first report an annelid in family Pectinariidae from Rishiri Island, Hokkaido, northern Japan. 

We identified the specimen as Lagis bocki (Hessle, 1917) by its morphology.

はじめに
環形動物門ウミイサゴムシ科は，砂や微細な堆積

物を用いて円錐形の棲管を作ることから，「アイス
クリームコーンワーム（ice cream cone worm）」
や「トランペットワーム（trumpet worm）」とも
よばれている（Rouse & Pleijel, 2001）．頭頂部
には金色の棘針をもつことが特徴の一つであり，
棘針を用いて底質を掘っていると考えられている
（Fauchald, 1977）．これまで，世界から 5 属 60
種（Hutchings & Peart 2002; Sun & Qiu, 2012; 
García-Garza & León-González, 2014; Wong & 
Hutchings, 2015; Zhang et al., 2015; Choi et al., 
2017; Zhang & Qiu, 2017; Zhang & Hutchings, 
2019）が知られている．日本近海からは，ニホン
ウ ミ イ サ ゴ ム シ Amphictene japonica (Nilsson, 
1928)，キタウミイサゴムシ Cistenides hyperborea 
Malmgren, 1866，Pectinaria aegyptia (Savigny, 
1818)，Pectinaria belgica (Pallas, 1766)，ヒウチ
ウミイサゴムシ Pectinaria hiuchiensis Kitamori, 
1965， ウ ミ イ サ ゴ ム シ Lagis bocki (Hessle, 

1917)，Lagis koreni Malmgren, 1866，，Lagis 
koreni Malmgren, 1866，オクダウミイサゴムシ
Pectinaria okudai (Imajima & Hartman, 1964) の
4 属 8 種が報告されている（佐藤ほか，2014; 西ほ
か，2017）．北海道沿岸からは，石狩湾からウミイ
サゴムシ（今島，1988），積丹からキタウミイサゴ
ムシ（Uchida, 1968）がそれぞれ報告されている
が，利尻島沿岸からはこれまで発見されたことはな
かった．

本稿では，2013 年 5 月 9 日に利尻島初報告であ
るウミイサゴムシ科環形動物が発見されたため，標
本の形態の記載を含めた報告を行う．

材料と方法
本研究で用いたウミイサゴムシ科環形動物の標本

は，2013 年 5 月 9 日に北海道利尻郡利尻町沓形字
新湊沖で実施した採泥調査により得られた．採泥に
は，エクマンバージ式採泥器を用いた．得られた標
本は，35‰塩化マグネシウム水溶液で麻酔を行っ
た後，10% 海水ホルマリンにて固定を行った．固
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定後は純水で 10% 海水ホルマリンを洗い，70% エ
タノール中で保存した．

固定した標本は，メチルグリーン染色を行った
後，実体顕微鏡（SZH-ILLB; Olympus, Japan）を
用いた形態観察，デジタル一眼レフカメラ（D5600; 
Nikon, Japan）を用い写真撮影を行った．メチル
グリーン染色には，メチルグリーン（東京化成工業
株式会社，Japan）0.05g を 70% エタノール 10ml
に溶解させた 0.5% メチルグリーン溶液を用いた．
0.5% メチルグリーン溶液に標本を 2 分間浸漬した
後，70% エタノールで 1 分間洗浄し，観察および
写真撮影を行った．

剛毛は，光学顕微鏡と走査型電子顕微鏡（SEM）
による観察を行った．光学顕微鏡観察では，切り
出した疣足片（剛毛束）をグリセリンで封入した
プレパラートを作成し，光学顕微鏡（SZH-ILLB, 
Olympus）にて観察を行った．走査型電子顕微鏡
観察は，切り出した疣足片をヘキサメチルジシラ
ザ ン： エ タ ノ ー ル（100%） の 混 合 液，0:100，
50:50，75:25，100:0 の順にそれぞれ 10 分浸漬
し，乾燥した試料を SEM 試料載台に固着，約 24
時間静置し，ヘキサメチルジシラザンを揮発させ

た後，マグネトロンスパッタ装置 MSP-1S を用い
て Pt-Pd（白金パラジウム）を蒸着し，SEM（JSM-
7001F, 日本電子）で観察および写真撮影を行った．
ウミイサゴムシ類の体の各部名称については西ほか
（2017）に従った．

本研究で観察を行った標本は，利尻町立博物館に
登録・収蔵した（標本番号 RTMANL-067）．

結果
形態観察を行った結果，本標本はウミイサゴムシ

Lagis bocki (Hessle, 1917) であると同定された．
本標本の形態について詳細を以下に述べる．

Family Pectinariidae ウミイサゴムシ科
Genus Lagis Malmgren, 1866

Lagis bocki (Hessle, 1917)
ウミイサゴムシ
（図 1 ～ 3）

外部形態．体長は 19.5mm（棘針と窩状体を含む），
頭頂板の幅は 3.75mm，体幅は 3.16mm（第 4 体

図１．ウミイサゴムシ Lagis 
bocki．A，B，メチルグリーン
染色を行った標本の腹面（A)
と背面（B); C, 棲管．スケール：
5mm．
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節）．固定標本の体色は薄い茶色から乳白色を呈する．
頭頂板は半月状，縁は平滑である．腹側の縁には

左 11 本，右 12 本の棘針を有する（図 1A, B）．棘
針は，先端が鋭く尖り，湾曲している（図 2A）．
頭頂膜は頭頂板と癒合し，外縁には 13 本の指状突
起を有する．

触手鬢は頭頂板と頭頂膜の癒合する箇所，第 2 体
節の側面にそれぞれ 1 対ずつ有する（図 2A）．鰓
は薄い膜が重なり合った櫛状構造で，第 3 体節お

よび第 4 体節の側面に 1 対ずつ有する（図 2A）．
腺丘は第 3 ～ 5 体節の腹側に有し，メチルグリー
ンによって染色される（図 1）．

背足肢は第 5 ～ 19 体節，腹足肢は第 8 ～ 19 体
節に有し，それぞれに剛毛を有する（図 3A）．背
剛毛は針状剛毛で，先端部分には鋸歯を有する（図
3B）．腹剛毛は全て櫛状剛毛で，大きな湾曲した歯
の上に大歯が縦に 7 ～ 9 列，横に 3 ～ 4 列並び（図
3C，D），大歯の下に小歯を多数有する（図3C，矢頭）．

図 2．ウミイサゴムシ Lagis bocki の
描画．A, 体前部（左側面）; B, 体後
部（右側面）;C, 窩状体（背面）．スケー
ル：1mm．

図 3. ウミイサゴムシ Lagis bocki の
SEM 写真．A, 第 12 体節の足肢 ; 
B, 第 12 体節の背剛毛 ; C, D, 第 7
体節の櫛状剛毛 . スケール：A, 100
μm; B, 50μm; C, D, 5μm.
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体腔部の末端には窩状体がある（図 2B）．窩状体
は卵形で，左右の側縁にはそれぞれ 6 の突起物が
ある（図 2C）．窩状体の前端には，左右にそれぞれ
4 本の鉤状剛毛を有する（図 2C）．窩状体の後端に
は肛舌を有し，その辺縁は小円鋸歯状である．肛舌
の中央には肛触糸を有する．鉤状剛毛は先端が鋭く
尖り，湾曲する．

棲管は円錐台形で，直径 0.5mm 前後の砂粒でつ
くられている（図 1C）．
所見．本標本は，頭頂膜辺縁の指状突起および窩
状体の鉤状剛毛の数以外の形質は，Hessle (1917)
による原記載と一致した．これらの形質につい
ては，Nishi et al. (2014) による再記載や Zhang 
& Hutching (2019) で示されている種内の変異幅
とも一致することから，本標本はウミイサゴムシ
Lagis bocki に同定された．ウミイサゴムシが属す
る Lagis 属には現在 11 種が含まれており，本種は
鰓を有すること，肛舌の後縁が小円鋸歯状であるこ
と等により他の 10 種と区別される（Hutchings & 
Peart, 2002; Zhang & Hutchings, 2019）．
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